
【産 業 動 向 概 要】

産　業　全　体
　０４年７月を中心とする静岡県経済の動きは、需要は個人消
費が引続き概ね横ばいで推移。公共投資は前年実績を下回った
が、設備投資は増加、大企業から中堅、中小企業にも拡大がみ
られる。生産は国内外の需要動向を受け緩やかに増加、雇用で
は有効求人倍率が１倍を上回り改善の動きを続けている。この
ため、県内経済は全体として改善の動きを続けている。
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衛生用紙 板　紙

　古紙価格は引続き高水準で推移。衛生用紙の

市況は弱含みから一部価格下落がみられ、今後

の市況悪化が懸念される状態。段ボール原紙は

食品、家電などの需要が引続き堅調だが、メー

カーは在庫抑制に注力、市況の維持を図ってい

る。

　

　５月～７月期の一般機械の県内生産額は、猛
暑の影響を受けた「冷凍機及び同応用製品」の
増産が全体を牽引し、前年比１．７％増と上昇
に転じた。
　好調が続いていた木材加工機械の生産額は前
年比微減となり、新設住宅着工戸数減速の影響
が懸念される。

木　
　
　

材

金属
工作機械

製紙機械

木材
加工機械

　県内の住宅新設着工戸数は、昨年の駆け込み
着工の反動をうけ、前年水準を割る月が出てき
ている。製材品の生産実績は前年水準を上回っ
ているものの、各製材業者は、今後の住宅着工
の動向、業況の見通しについて厳しい見方をし
ている。
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　主力のピアノは、国内向けは減少傾向にある

ものの、海外向けの平型が６、８月と前年を上

回り、輸出は好調。電子楽器類は、新商品の投

入効果から増加となった。

　天候不順の影響で客数が伸び悩んだ昨夏と比

較すると、今夏は天候にも恵まれ、宿泊客、海

水浴客など全体的には昨年比増。

　ただし顕著な回復感はみられず、長期低落の

傾向には歯止めがかかっていない状況が続いて

いるとみられる。

　６月～８月の水産缶の県内生産量は前年を下
回った。販売奨励金の抑制により、今後も生産
量は前年割れの見通し。
　一方、農畜産缶、飲料缶は、猛暑の影響によ
りともに生産量は増加した。

　５月～７月期の県内主要漁港の総水揚量は、
前年同期比１７．０％減の５５，５４２トン
であった。マグロ類は好調で前年同期比５２．
２％増加し、全体の４５．７％を占めるに至っ
ている。一方、その他の魚種は減少、特にマイ
ワシとサバの水揚量が大幅に減少している。　
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　５～８月期の二輪車生産台数（完成車）は、
国内向けの不振を輸出向けがカバーする形とな
り全体では前年を若干上回って推移した。県内
の自動車部品生産額は、各メーカーの好調なア
ジア・欧州向け輸出に支えられ生産額は前年実
績を上回った。しかし受注コスト的には依然と
して厳しい環境が続いている。



《産業別天気マークの推移》
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